
令和８年（2026年）８月 1日 

 

本町区民各位 

本町観音通り整備協議会 

会長 笠原 利彦 

 

『本町観音通り整備協議会』の活動報告 

 

 区民のみなさまにおかれましては、協議会の活動にご理解ご協力をいただき、お礼申し上げます。 

 さて、令和７年８月に立ち上げました「本町観音通り整備協議会」の活動も 1年が過ぎました。 

途中経過ではありますが活動内容を以下に報告いたします。 

日  付 活 動 内 容 

R7 年 9月 18日 本町観音通り整備協議会を立ち上げたことについて市長に報告・懇談 

R7 年 9月 30日 
本町商店街通り沿線に土地をお持ちの方 104 軒へ、アンケートを実施（66 軒の回答、結果の概要は裏

面）併せて個別相談会の案内を通知  

R7年 10 月 24日～11月 2日 本町商店街通り沿線に土地をお持ちの方を対象とした個別相談会を実施（104 軒中 27 軒が参加） 

R7 年 12月 19日 本町観音通り整備協議会を立ち上げたことについて諏訪建設事務所長に報告・懇談 

R8年 3月 上記のアンケート未回答者に対して、隣戸訪問を行い再度アンケート聴き取りを実施（20 軒の回答） 

 

□ 本町商店街通り沿線の土地所有者（104軒）を対象としたアンケート結果（回答数：86軒） 

問 1 変更案の認識 

現在手続きが中断している茅野都市計画道路観音通線の変更（平成 29 年 10 月に本町区臨時総会で決定

された変更案）について、変更案の内容を知っていましたか？ 

  

 

 

 

 

 

問 2 都市計画道路観音通線の変更の必要性 

茅野都市計画道路観音通線の計画線の一部を変更することについて必要性を感じますか？  
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□ アンケートや相談会における主な意見 

・道が整備されることは、町にとって、新しい未来に必要だと思う。 

・計画してから何年も過ぎています、早めに実行して頂くことを切に願います。 

・子どももお年寄りも安心安全に歩ける道づくりをしてほしい。 

・手続きが中断されていることを知らなかった。本町商店街は老朽化を感じ、交通量は増加し、安全性が低

下しているため、早急の計画実行が必要。 

・人通りが減り、車が通りすぎるだけになってしまった商店街に活気が戻ってほしい。歩道幅を少し広くし

て、気軽に散歩できれば良いと思う。 

・本町の将来のことを考えると、ここで整備計画にそった道路改修を行うことが必須に思います。どんな計

画でも必ず反対意見は出るものですが、大局的見地から計画が進められることを期待しています。 

・安心して歩ける安全な生活道路。粟沢橋を含めた創造的な渋滞緩和策。 

・商店街通りの整備は計画通り進めていただき、中断することなく本町区の将来の為にも又、これから生ま

れてくる子どもたちの為にもこの事業は絶対必要です。 

・今の歩道は歩きづらい、車がスピードを出すと歩道が狭いから怖い。自転車で走るスペースがない。本町

の発展のためにぜひ早く実行して欲しい。 

・地権者には、土地・家の補償について具体的に説明をしてほしい。 

・都市計画道路の変更については居住している住宅が道路にかかる場合、今後の生活環境も変化するので心

配です。都市計画道路に関する土地・建物などの補償金等について、個々にある程度明確にならないと判

断できません。 

・本町商店街通りの将来に関わる重要な内容だと感じていますが、これまで具体的な説明や情報が十分に共

有されていなかったように思います。地域住民や地権者がきちんと理解・納得した上で、話し合いを進め

られるよう、分かりやすい資料の配布や説明会の開催を希望します。 

・本町の中心通の人口も減少し、今後も増加も見通せないなかで、税金を使って今さら道路拡張をする必要

はないのでは。別の道路で十分に代用されていると思います。 

・区の臨時総会にはかる前に、事前に地権者への説明等があってしかるべきではないでしょうか。地権者へ

の説明責任を果たさず、協力を得ることを必要とせず、進めていくこのやり方は如何なものでしょうか。 

・昭和 33年に決まった観音通線を計画通り実行して欲しい。県道（本町通）変更の必要は無いと考えます。 

 

□ 今後の取組について 

 アンケートの結果「変更の必要性を（強く・少し）感じる」と回答した方が 76.8%だったことから多くの

地権者が、観音通線の整備について必要だと感じていることが分かりました。一方で、具体的な補償金額等

が分からない事に対して不安を感じている方や、地権者に対して事前に十分な説明がなく都市計画道路の

変更計画案が示されたという不満を持たれている方がいることも分かりました。 

 今後の協議会としては、区民以外で道路を日常的に通行している方々からの意見聴取や、補償金の算定方

法に関する説明会、反対している方への影響を可能な限り無くすような計画が考えられないかなどについ

て県や市と協議していきたいと考えています。 

 なお、協議会メンバーは随時募集していますので、本町のまちづくりに関心のある方は、下記連絡先まで

お問合せください。 

  
連絡先 

本町観音通整備協議会事務局 

小尾 一郎 

ＴＥＬ 090-7276-2250 

 


